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コ ヒ ア レ ン ト
貫したまとまりとしての現実主義 」（J. H. 





　向」（“Augustine’s Political Realism,” 1953）と定義した。形而上学的に厳密な表現ではなく、
人間の経験と社会の現実に即した、人間自己の罪性への深い洞察を前提としたものである。この見方は他の現実
主義者たちにも共通し、アメリカの伝統に内在する楽観主義的人間観を徹底して排する姿勢ともなった。もっとも、こ
の姿勢が、現実埋没、status quo、悲観主義に傾斜しがちであることは言うまでもない。実際、かれらにそのような
批判が向けられることも少なくなかった。
　それゆえニーバーは、人間には同時にもう一つの側面すなわち創造的側面があることも強調した。人間は、破壊
性と創造性の弁証法のなかにあるのである。しかしそれだけではない。ニーバーには、その人間の営みを外からとら
える究極的超越的視点を保持するというもう一つの次元があった。それは、モーゲンソー がニーバーに学んだ、「永
遠の相」からアメリカを見る視点である。この超越的な視点こそ、かれらの現実主義を、暴走や堕落からまもり、より
高い次元へと牽引し、成熟した姿に鍛え上げる重要な手立てとなったのである。
　この見方は、他の現実主義者たちにおいても何らかの形で共有され、そのゆえに、かれらの現実主義が、現実
主義がしばしば行き着く、「パワー ・ポリティクス」への信奉に安易に結びつくことはなかった。むしろ、それを「レス
ポンシブル・パワー 」の形態へと改変することに向かったのである。
　大震災や原発事故のみならず山積する内外の諸問題を前に、極端に言えば、なすすべを知らず立ちつくしている
かにさえ見えるこの国にあって、いま必要なのは、ケナンらに例を見る、成熟した深みのある現実主義的思考ではな
いだろうか。そしてそれは、そこに生きるわれわれ個人についても同様ではないかと思う。
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